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介護保険からお知らせ

福
祉
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
に
な
り
た
い
と
、
日
夜
勉
強
に
励
む

秋
田
福
祉
専
門
学
校
２
年
の
秋
元
く
ん
、
松
井
く
ん
、
佐
藤
く

ん
、
児
玉
く
ん
、
菊
地
く
ん(

右
か
ら)
。
こ
の
日
は
上
北
手
の

老
人
福
祉
施
設
で
介
護
実
習
。
鈴
木
カ
ツ
さ
ん(

右)

、
松
本
リ

ノ
さ
ん
と
す
っ
か
り
仲
良
し
に
な
っ
た
五
人
で
す
。



県
介
護
実
習
・

普
及
セ
ン
タ
ー

気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い

いろいろな福祉用具や住宅改造モデルの
展示が、とても参考になります

御
所
野
の
中
央
シ
ル
バ
ー
エ
リ
ア
に

あ
る「
県
介
護
実
習
・
普
及
セ
ン
タ
ー
」

で
は
、
福
祉
用
具
や
住
宅
改
造
モ
デ
ル

を
展
示
し
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
介
護
講

座
を
開
い
た
り
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
お
年
寄
り
や
家
族
の
か
た
か

ら
の
各
種
相
談
も
受
け
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

介
護
保
険
を
支
え
る
の
は
、
人
の
力
で
す
。

な
か
で
も
若
い
人
た
ち
の
が
ん
ば
り
が
、
高
齢

社
会
を
支
え
る
大
き
な
柱
と
な
っ
て
い
ま
す
。

上
北
手
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
南
寿
園

で
働
く
勝
浦
美
香
子
さ
ん(

23
歳)

も
そ
の
一
人
。

短
大
で
介
護
福
祉
士
の
資
格
を
と
り
、
福
祉
の

現
場
で
働
き
始
め
て
四
年
目
。
高
校
の
夏
休
み

に
福
祉
施
設
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
を
し
た
の

が
、
こ
の
道
に
入
っ
た
き
っ
か
け
だ
そ
う
で
す
。

「
お
年
寄
り
の
か
た
が
た
は
、
み
な
さ
ん
そ

れ
ぞ
れ
個
性
が
あ
る
の
で
、
一
人
ひ
と
り
に
合

っ
た
介
助
を
考
え
て
い
ま
す
。
大
変
な
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
好
き
な
仕
事
な
の
で
苦
に
な
り

ま
せ
ん
。
介
護
保
険
が
始
ま
っ
て
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
が
『
選
ば
れ
る
』
も
の
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
施
設
で
気
持
ち
の
い
い
時
間
、
空
間
を
つ
く

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
、
勝
浦
さ
ん
。

こ
の
日
の
南
寿
園
に
は
、
福
祉
専
門
学
校
の

男
子
学
生(

表
紙
写
真)
も
介
護
実
習
に
来
て
い

ま
し
た
。
新
し
い
制
度
が
動
き
だ
し
、
そ
れ
を

支
え
る
た
く
さ
ん
の
人
が
い
て
、
安
心
の
高
齢

社
会
を
築
い
て
い
け
た
ら
い
い
で
す
ね
。

気
持
ち
の
い
い
時
間
、

空
間
を
、
つ
く
っ
て

い
き
た
い
。

南寿園の介護福祉士・勝浦美香子さん

デイサービスのひととき

介護保険が始まった
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介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
を
受
け
た
か
た

に
は
、
認
定
の
有
効
期
限
な
ど
が
書
か
れ
た

介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
を
お
送
り
し
て
い

ま
す
。
あ
な
た
の
有
効
期
限
は
い
つ
ま
で
に

な
っ
て
い
る
か
、
ご
存
じ
で
す
か
。

認
定
の
有
効
期
限
は
通
常
６
か
月
で
す

が
、
今
年
３
月
ま
で
に
申
請
し
た
か
た
を
全

員
６
か
月
に
す
る
と
、
更
新
時
期
が
集
中
し

更
新
作
業
が
混
雑
し
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
の
認
定
に
限
り
、
有
効
期
間

を
ず
ら
し
て
い
ま
す
。
一
番
短
い
有
効
期
間

は
６
月
30
日
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。
更
新

の
申
請
は
有
効
期
限
の
60
日
前
か
ら
で
き
ま

す
の
で
、
５
月
に
な
っ
た
ら
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ

ャ
ー
と
相
談
し
て
更
新
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。市

民
税
非
課
税
世
帯
の
要
介
護
４
ま
た
は

５
と
認
定
さ
れ
た
か
た
を
介
護
し
て
い
る
同

居
の
家
族
の
か
た
に
、
紙
お
む
つ
、
ま
た
は

尿
取
り
パ
ッ
ト
代
の
実
費
を
、
月
額
５
千
円

ま
で
支
給
し
ま
す
。

●
初
回
申
請
時
に
必
要
な
書
類

(1)
申
請
書(

介
護
保
険
課
に
あ
り
ま
す)

(2)
世
帯
全
員
の
非
課
税
証
明
書(

市
民
税

課
で
発
行)

、
ま
た
は
、
世
帯
全
員
の

課
税
の
状
況
に
関
し
税
務
部
局
に
報
告

を
求
め
る
こ
と
へ
の
同
意
書(

参
考
様

式
は
介
護
保
険
課
に
あ
り
ま
す
。
印
鑑

が
必
要
で
す)

(3)
紙
お
む
つ
、
ま
た
は
尿
取
り
パ
ッ
ト
の

領
収
書
。
買
っ
た
際
に
、
品
目
と
申
請

者
の
名
前
が
入
っ
た
領
収
書
を
お
店
か

ら
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。
レ
シ
ー
ト
で

は
い
け
ま
せ
ん
。
月
ご
と
の
支
給
と
な

り
ま
す
の
で
、
そ
の
月
ご
と
に
領
収
書

を
ま
と
め
、
大
事
に
保
管
し
、
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

(4)
介
護
を
要
す
る
か
た
の
被
保
険
者
証

(

要
介
護
４
ま
た
は
５
の
記
載
が
あ
る

も
の)

市
で
は
、
介
護
保
険
を
健
全
に
運
営
し
て

い
く
た
め
、「
介
護
保
険
運
営
協
議
会(

委
員

12
人)

」を
設
置
し
ま
す
。
介
護
保
険
に
つ
い

て
意
見
を
述
べ
て
い
た
だ
く
会
で
す
。
こ
の

協
議
会
の
委
員
を
、
40
〜
64
歳
の
か
た
か
ら

２
人
、
65
歳
以
上
の
か
た
か
ら
２
人
、
計
４

人
公
募
し
ま
す
。

●
対
象

秋
田
市
に
住
む
40
歳
以
上
の
か
た

で
、
介
護
の
経
験
が
あ
る
か
た

●
応
募
方
法

介
護
に
関
す
る
800
字
程
度
の

小
論
文(
テ
ー
マ
は「
超
高
齢
社
会
の
あ
り
方
」

「
在
宅
介
護
を
と
お
し
て
感
じ
た
こ
と
」「
介

護
保
険
に
期
待
す
る
こ
と
」
の
な
か
か
ら
一

つ)

と
、
別
紙
に
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
生

年
月
日
、
電
話
、
職
歴
、
介
護
に
関
す
る
略

歴
を
書
い
て
、
５
月
31
日
(水)
ま
で
、
〒
０
１

０
│

８
５
６
０
秋
田
市
山
王
１
丁
目
１
│

１

秋
田
市
役
所
介
護
保
険
課
へ
。

お
年
寄
り
と

家
族
の

悩
み
ご
と

心
配
ご
と
は

q(829)４１６５

火～日曜日
午前９時～午後４時

県高齢者総合相談センター

介護保険
から
お知らせ

「被保険者証の有効期限」と「認定の有効期限」は違
います。「認定の有効期限」をお確かめください。

あ
な
た
の
認
定
の

有
効
期
限
は
い
つ
ま
で
？

６
月
30
日
ま
で
有
効
の
か
た
は
、

５
月
に
な
っ
た
ら
更
新
申
請
を

低
所
得
世
帯
へ

紙
お
む
つ
な
ど
の
実
費
を

月
５
千
円
ま
で
支
給
し
ま
す

申
請
は
介
護
保
険
課
へ
ど
う
ぞ

市
介
護
保
険
運
営
協
議
会
の

委
員
を
公
募
し
ま
す

●介護保険課q(866)２０６９

申
し
込
み

一般相談と保健・介護相談

県
民
介
護
講
座

い
ず
れ
も
受
講
無
料
で
す
。

●
シ
ニ
ア
コ
ー
ス
　
５
月
11
日
(木)
午
前
10

時
〜
午
後
３
時
。「
介
護
す
る
、
さ
れ

る
立
場
に
な
っ
た
時
」「
福
祉
用
具
と

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
法
」「
車
い
す

で
の
散
歩
」「
高
齢
者
の
献
立
」
な
ど
。

●
男
性
専
科

５
月
18
日
(木)
か
ら
９
月
ま

で
月
１
回
、
午
後
１
時
〜
４
時
。「
福

祉
用
具
を
理
解
す
る
」「
男
の
料
理
教

室
」
な
ど
。

●
ペ
ア(

夫
婦)

コ
ー
ス

５
月
27
日
(土)
午

前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分
。「
介
護
保

険
と
公
的
サ
ー
ビ
ス
」「
女
性
の
立
場

か
ら
、
男
性
の
立
場
か
ら
」「
施
設
見

学
」
な
ど
。

●
家
庭
介
護
コ
ー
ス

６
月
６
日
(火)
、
13

日
(火)
、
20
日
(火)
、
27
日
(火)
の
４
回
、
午

前
10
時
〜
午
後
３
時
。「
楽
し
く
食
べ

よ
う
」「
福
祉
用
具
を
試
す
」「
痴
呆
を

正
し
く
理
解
す
る
」
な
ど
。

●
地
域
ケ
ア
コ
ー
ス

６
月
７
日
(水)
、
14

日
(水)
、
21
日
(水)
、
28
日
(水)
の
４
回
、
午

前
10
時
〜
午
後
３
時
。「
介
護
の
あ
り

か
た
」「
住
み
良
い
家
」
な
ど
。

●
介
護
専
門
職
コ
ー
ス

介
護
の
現
場
で

働
く
人
が
対
象
。
５
月
26
日
(金)
、
６
月

23
日
(金)
、
９
月
８
日
(金)
。
資
料
代
千
円
。

※
こ
の
ほ
か
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
の
講

座
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

県
介
護
実
習
・
普
及
セ
ン
タ
ー

q(

８
２
９)

２
７
７
７
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ここの期限では
ありません

ここの期限です



フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

は
、
お
子
さ
ん
を
預
け
た
い
人(

利
用
会
員)

と
、
預
か
っ
て
あ
げ
ま
す
と
い
う
人(

協
力

会
員)

を
、
市
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
結
び
つ

け
、
地
域
ぐ
る
み
で
子
育
て
を
支
援
し
て

い
こ
う
と
い
う
取
り
組
み
で
す
。

セ
ン
タ
ー
で
は
、
七
月
一
日
か
ら
の
ス

タ
ー
ト
に
向
け
て
、
今
月
十
七
日
か
ら
会

員
の
登
録
を
受
付
中
。
二
十
一
日
現
在
で
、

利
用
会
員
三
十
二
人
、
協
力
会
員
三
十
四

人
の
申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。
利
用
会

員
二
百
人
、
協
力
会
員
百
人
を
目
標
に
登

録
の
呼
び
か
け
を
し
て
い
ま
す
。

利
用
会
員
に
な
れ
る
の
は
、
０
歳
か
ら

中
学
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
か

た
。
協
力
会
員
は
特
に
資
格
の
必
要
は
な

く
、
子
ど
も
の
好
き
な
か
た
や
子
育
て
の

経
験
を
活
か
し
た
い
か
た
、
地
域
の
た
め

に
何
か
お
手
伝
い
し
た
い
か
た
な
ど
、
三

日
間
の
研
修
を
受
け
れ
ば
だ
れ
で
も
会
員

に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
の
特
徴
は
、「
急
な
残
業
で
保

育
所
に
迎
え
に
行
け
な
い
」「
子
ど
も
が
病

気
で
保
育
所
に
預
け
ら
れ
な
い
」「
休
日
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
い
の
で
そ
の

間
だ
け
子
ど
も
を
見
て
い
て
ほ
し
い
」
な

ど
、
定
期
的
な
利
用
だ
け
で
な
く
、
突
発

的
な
利
用
に
も
柔
軟
に
対
応
で
き
る
と
こ

ろ
で
す
。
援
助
の
時
間
も
午
前
六
時
か
ら

午
後
十
時
ま
で
と
幅
を
持
た
せ
、
お
子
さ

ん
の
い
る
ご
家
族
の
子
育
て
を
支
援
し
て

い
き
ま
す
。

利
用
会
員
と
協
力
会
員
の
間
で
は
、
次

の
よ
う
な
育
児
援
助
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

●
保
育
所
の
保
育
時
間
外(

早
朝
や
夜
間)

に

お
子
さ
ん
を
預
か
り
ま
す

●
保
育
所
の
送
り
迎
え
を
し
ま
す

●
学
校
の
放
課
後
や
学
童
保
育
の
終
了
後
、

お
子
さ
ん
を
預
か
り
ま
す

●
お
子
さ
ん
が
軽
度
の
病
気
の
時
な
ど
、

保
育
所
に
預
け
ら
れ
な
い
と
き
に
預
か

り
ま
す

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
会
員
の
社
会
参

加
の
た
め
に
お
子
さ
ん
を
預
か
り
ま
す

●
そ
の
他
、
突
発
的
な
事
情
に
よ
り
、
お

子
さ
ん
の
世
話
が
で
き
な
い
と
き
に
預

か
り
ま
す

お母さんもぼくも、いつも笑顔でいたいな
(森林由美子さんと純太くん　保戸野保育所で)
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仕
事
に
家
事
に
、
子
育
て
…
。
一
人
で

が
ん
ば
る
の
は
、
な
か
な
か
た
い
へ
ん
。

地
域
の
先
輩
た
ち
に
、
ほ
ん
の
少
し
力

を
貸
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。
ほ
ら
、
す

ぐ
そ
ば
に
優
し
さ
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

センターの受付窓口。
ファミリー・サポート・センターは、
全国で68か所。県内では秋田市が
初めて行います。

早
朝
や
夜
間
で
も

利
用
で
き
ま
す

●地域で支える子育て

会員登録は
ファミリー・サポート・センター

市役所分館２階へ

会
員
登
録
し
た
い
か
た
は
、
直
接

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ

ー
の
窓
口
へ
ど
う
ぞ
。
セ
ン
タ
ー
は
、

市
役
所
分
館
２
階
の
児
童
家
庭
課
内

に
あ
り
ま
す
。
手
続
き
は
、
利
用
会

員
、
協
力
会
員
そ
れ
ぞ
れ
の
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
す
る
だ
け
で
済

み
ま
す
。
そ
の
後
、
都
合
の
良
い
日

に
利
用
会
員
は
２
時
間
、
協
力
会
員

は
３
日
間
の
研
修
を
受
け
て
か
ら
、

正
式
な
会
員
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ

ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
q(

８
６
６)

２
０
８
６
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利
用
会
員
は
育
児
の
援
助
が
必
要
に
な

っ
た
ら
ま
ず
、
セ
ン
タ
ー
の
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
に
連
絡
し
ま
す
。
定
期
的
な
利
用
で
も

そ
の
都
度
必
要
で
す
。
そ
し
て
、
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
は
活
動
で
き
る
協
力
会
員
と
連
絡

を
と
り
、
利
用
会
員
に
紹
介
し
ま
す
。
協

力
会
員
と
利
用
会
員
は
、
事
前
に
話
し
合

い
や
電
話
な
ど
で
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
か

ら
、
子
ど
も
を
預
け
ま
す
。

保
育
所
へ
お
迎
え
を
お
願
い
す
る
場
合

は
、
利
用
会
員
は
保
育
所
へ
提
供
会
員
が

行
く
旨
を
連
絡
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん

し
、
協
力
会
員
も
会
員
証
を
見
せ
て
身
分

を
証
明
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

活
動
が
終
了
す
る
と
、
協
力
会
員
は
活

動
報
告
書
を
利
用
会
員
に
提
示
し
、
利
用

会
員
は
内
容
を
確
認
し
た
う
え
で
料
金
を

支
払
い
ま
す
。
利
用
料
は
一
時
間
五
百
円
。

必
要
が
あ
れ
ば
、
交
通
費
や
お
や
つ
代
、

夕
食
代
な
ど
も
実
費
で
支
払
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

ま
た
、
各
地
区
ご
と
に
会
員
同
士
の
連

絡
を
調
整
す
る
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
も
配
置
す

る
予
定
で
す
。
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
連
絡
が

と
れ
な
い
土
日
や
、
地
域
性
を
考
え
た
ペ

ア
リ
ン
グ
な
ど
に
大
き
な
力
を
発
揮
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

会
員
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
一
番
心
配

な
の
は
、
け
が
な
ど
の
事
故
。
万
が
一
に

備
え
、
セ
ン
タ
ー
で
は
一
括
し
て
保
険
に

加
入
し
ま
す
。

し
か
し
、
ト
ラ
ブ
ル
は
お
金
だ
け
で
解

決
で
き
る
こ
と
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

会
員
同
士
が
話
し
合
い
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
助
言
や
調
整
を
受
け
入
れ
な
が
ら
、
解

決
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

センターに
会員登録したみなさんの
お話を聞いてみました

●利用会員

事を探している間、幼稚園に通って
いる３歳の子どもを見てもらえたら

と思い登録。会社訪問したり、面接した
り、なかなか子どもの送り迎えもできな
いものですから…。保育所は仕事をしてい
ないと利用できないし、頼りにしています。

伊藤裕美子さん(広面)

日も仕事があるし、お姉ちゃんたち
も部活などで家は留守がちになって

しまいます。保育所に通う４歳の子ども
を休日だけでも預かってもらえたら助か
ります。 石井扶美子さん(八橋)

仕

休

●協力会員

の子育てサポーター講習を終了した
仲間でグループを結成。20～60代

のメンバー24人が、今までの育児経験を
活かして、社会参加をしようと集まって
います。さっそくセンターの協力会員に
も登録。みんなで楽しい育児イベントも
企画中です。育児援助に関する意見は人
それぞれ。「人に預けるよりもっと親子
の関係を深めた方がいい」、「男性や職場
が育児と疎遠になってしまう」など、心
配する声も聞こえます。でも、育児に不
安を感じるお母さんたちを応援してあげ
たいし、信頼関係ができてお友だち同士
になれたら素敵だな。

県

早々と登録を終えた伊藤さん(右)と石井さん

チャイルドママくらぶ
の会長・舘岡辰子さん
とメンバーのみなさん

全
員
が
保
険
に
加
入

利
用
料
は
１
時
間
500
円

力
会
員
に
は
、
子
育
て
中
の
若
い

お
母
さ
ん
か
ら
年
配
の
か
た
ま
で
、

幅
広
い
年
代
の
か
た
が
登
録
し
て
い
ま

す
。
利
用
会
員
は
、「
急
な
利
用
に
備
え

て
」
と
話
す
か
た
が
多
く
、
中
に
は
お
父

さ
ん
の
申
し
込
み
も
…
。
ど
う
や
ら
、
仕

事
と
子
育
て
の
両
立
の
た
め
に
利
用
す
る

か
た
が
多
そ
う
で
す
。

セ
ン
タ
ー
へ
の
関
心
は
高
く
、
私
た
ち

も
緊
張
気
味
で
す
が
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

し
て
会
員
同
士
の
や
り
と
り
が
ス
ム
ー
ズ

に
で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
で
す
ね
。

センターの要(かなめ)、アド
バイザーのみなさん。保育士
や教師として活躍した経験を
活かしてお手伝いします

●アドバイザー協
●　　 ●

●　　 ●

子どもたちの成長を見守って
あげたい…



空
洞
化
へ
の
対
策
が
急
が
れ
る
中
央
街
区
。

地
元
地
権
者
か
ら
な
る
再
開
発
準
備
組
合
で

は
、
日
赤
・
婦
人
会
館
跡
地
周
辺
の
再
開
発

事
業
と
し
て
、
商
業
施
設
を
中
心
と
し
た
複

合
ビ
ル
の
建
設
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
こ
の
複
合
ビ
ル
内
に
「(

仮
称)

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
」
の
設
置
を
検
討
し
て
い

ま
す
が
、
こ
の
ほ
ど
、
そ
の
基
本
計
画
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
概
要
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
、

公
募
に
よ
る
一
般
市
民
や
芸
術
活
動
に
か
か

わ
る
か
た
な
ど
か
ら
な
る
「
ワ
ー
キ
ン
グ
委

員
会
」
と
、
学
識
経
験
者
や
文
化
団
体
代
表

者
な
ど
か
ら
な
る
「
検
討
委
員
会
」
を
つ
く

り
、
具
体
的
な
意
見
を
交
換
し
な
が
ら
、
基

本
計
画
の
策
定
作
業
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。

ワ
ー
キ
ン
グ
委
員
会
は
十
三
回
、
検
討
委

員
会
は
四
回
開
催
し
、
去
る
三
月
二
十
三
日

に
は
、
検
討
委
員
会
の
四し

反
田だ

素
幸
委
員
長

(

秋
田
大
学
教
育
文
化
学
部
教
授)

か
ら
石
川

市
長
に
、
基
本
計
画
書
の
答
申
が
あ
り
ま
し

た
。複

合
ビ
ル
建
設
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て

は
、
近
々
の
都
市
計
画
決
定
を
経
て
、
十
四

年
度
着
工
、
十
六
年
度
完
成
の
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。

な
お
、
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
か
ら
基
本
計
画
の
内
容
を
さ
ら
に
検
討

す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と
意
見

交
換
す
る
場
を
持
ち
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
回
目
の
意
見
交
換
会
は
、
五
月
十
日
(水)

午
後
二
時
〜
三
時
三
十
分
、
市
職
員
研
修
棟

(

市
役
所
裏)

で
開
催
し
ま
す
。
ご
参
加
い
た

だ
け
る
か
た
は
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
、
五
月
九
日
(火)
ま
で
、
事
務
局
へ
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。庶

務
課
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
担
当

q(

８
６
６)

２
３
７
９

Ｆ
Ａ
Ｘ(

８
６
６)

２
１
２
８
　

大ホール

●広域的な集客性のあるポップス音楽やオ
ペラ、バレエ、舞踏など、全国規模のア
ーティストによる各種公演の開催を主と
し、全国的な会議など大規模なコンベン
ションの場としても活用可能な多目的ホ
ール
(想定客席数2,000～2,200席)

●肉眼で舞台の動きがよく見え、肉声が
きれいに聞き取れる、演劇や舞踏など
の演目に対応したホール
(想定客席数800～1,200席)

●平土間式(平らな床面)で地元小劇団の
公演やミニコンサート、絵画、華道、
茶道などの各種イベントに対応可能な
多目的イベントホール
(想定客席数300席)

●●

●芸術文化創造の場として、市民の活動
を盛り上げるための練習室(９室)、ミ
ーティング室、情報センターなど

施設計画の基本方針施設計画の基本方針
芸術文化芸術文化
ホールホール

施施
設設
のの
設設
置置
目目
的的

芸術文化芸術文化
ホールホール

施
設
の
設
置
目
的
と
も
い
え
る
基
本
コ
ン
セ
プ
ト

を
「
文
化
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
」
と
し
、
設
置

目
的
を
果
た
す
た
め
に
、
施
設
が
持
つ
べ
き
性
質

を
六
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
ま
と
め
ま
し
た
。

６つのキーワード

f

基
本
コ
ン
セ
プ
ト

(仮称)

芸術文化ホール
基本計画がまとまりました

創造支援部門

事務局

５
月
10
日
(水)
に
意
見
交
換
会

施
設
の
床
面
積
は
、
約
二
万
五
千
㎡
を
想
定

し
て
い
ま
す
。
類
似
規
模
の
施
設
の
一
㎡
あ
た

り
の
建
設
単
価
は
約
六
十
万
円
で
す
か
ら
、
建

設
コ
ス
ト
は
約
百
五
十
億
円
と
な
り
ま
す
。
こ

れ
は
更
地
に
建
設
し
た
場
合
の
概
算
値
で
す
。

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
は
、
市
街
地
再
開
発
事
業

と
い
う
国
の
補
助
制
度
を
活
用
し
て
建
設
さ
れ

る
再
開
発
複
合
ビ
ル
の
床
を
買
い
取
っ
て
設
置

す
る
も
の
で
す
。
こ
の
場
合
、
通
常
の
建
設
コ

ス
ト
よ
り
は
安
く
な
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

●●

●●

小ホール

中ホール
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宿泊施設
(ホテル)

商業施設 芸術文化
ホール

●
客
室

●
宴
会
場
・
飲
食

シ
ョ
ッ
プ

●
物
販

●
飲
食

●
ア
ミ
ュ
ー

ズ
メ
ン
ト

●
ホ
ー
ル

●
創
造
支
援

●
パ
ブ
リ
ッ
ク

駐車場・駐輪場

全体共用スペース

日赤・婦人会館跡地の再開発ビル

運営計画の基本方針運営計画の基本方針
芸術文化芸術文化
ホールホール

(1)運営　ホールの「事業財団」へ委託し、自
主事業を充実させるとともに、施設利用に
関するアドバイスなどを行います。

(2)市民参加 運営組織に広く一般市民の参加
を促すよう積極的に取り組みます。

(3)収支計画の基本的なしくみ
経営努力を常に維持させるため、
①自主事業のチケット収入(入場料収入)や
貸館収入(施設使用料)などで、自主事業を
まかなうしくみとします。
②経営努力ではカバーできない施設維持管
理費や人件費については市からの委託料で
まかないます。

●収支計画のしくみ図●

自主事業費
●チケット収入
●貸館収入
(施設使用料収入)
●その他の収入

人件費
約1.3億円

(20人)
受託収入

約5.8億円
維持管理費
約4.5億円

feバランス

feバランス

支出 収入

※金額は、類似施設の平均単価をもとに試算し
た概算値であり、今後、施設や事業内容の検
討を経て、精査が必要なものです。

中心市街地の
まちづくり計画

１

２

３

４

５

６

７

２

１ 旧保健所跡地
地元のまちづくり組織が
開発の可能性について検討中

大屋根建設
今年の末までに完成予定

３ 駅前北第１地区再開発
新しいビルが13年度オープン予定

４ 駅西口広場人工地盤
今年の９月完成予定

５ 東口駅前広場
15年度完成予定

６ (仮称)拠点センター
公共施設と民間施設の複合ビル
を16年度の完成めざす

７ 秋田市民市場の改築
15年度の完成めざす

日赤・婦人会館跡地

チルドレンズ・ミュージアム
と き：５月３日(水)s５日(金)

午前10時～午後４時30分(５日は４時)

ところ：旧婦人会館跡地(ポポラ広場)
入場料：500円(中心市街地商店街などでお配り

するパンフ持参のかたは無料です)

～不思議なこと、楽しいこと、いろいろ挑戦してみませんか～

ゴールデンウィークは旧婦人会館跡地に集まれ！！

再開発ビルの完成まではまだちょっと時間がありま
すが、中央街区は、こんな楽しい場所なんです！

◎プログラム
■くすぐったい鼻の穴■消える顔■必殺輪はずし■
よくばりはダメコップ■炭デンチ■キリギリスの耳
はどこ？■コップの水■うずまきパワー■人間ヤジ
ロベエ■さらまわしに挑戦■どっちが強い！■金魚
のウンコ■民族音楽と衣装■グラスハープ■つかんで
ごらん■ひもずもう■人力発電■どっちにうごく？　他

◎工作教室(実費200円)
■スライムをつくろう■大きなシャボン玉であそぼ
■紙ヒコーキをつくろう■ブーメランをつくろう
■風鈴をつくろう■マリオネットをつくろう

会場となりに臨時駐車場を設置
問い合わせ
中心市街地商店街などによる実行委員会

q(８３２)１０１１
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平
黒
沢
地
区
は
、
昔
か
ら
箕
作

り
が
盛
ん
な
地
域
と
し
て
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
中
世
の
領
主
大

江え

氏
が
、
平
家
の
血
筋
で
あ
る

こ
と
か
ら
ほ
か
の
平
家
と
区
別
す
る
た
め

に
「
大
江え

平
」
と
名
乗
り
、
こ
れ
を
地
元

の
人
々
が
「
オ
エ
ダ
ラ
」
と
呼
ん
だ
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
黒
沢
で
作

ら
れ
た
箕
を
「
オ
エ
ダ
ラ
箕
」
と
呼
び
親

し
ん
で
き
ま
し
た
。

オ
エ
ダ
ラ
箕
は
、
穀
物
や
豆
類
を
選
別

し
た
り
、
物
を
運
ぶ
、
か
き
集
め
る
、
移

す
な
ど
、
農
作
業
だ
け
で
な
く
日
常
生
活

に
お
い
て
も
と
て
も
便
利
な
道
具
と
し
て

使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

農
家
の
土
間
や
作
業
小
屋
の
壁
や
天
井

に
は
必
ず
掛
け
ら
れ
て
い
た
も
の
で
す
。

黒
沢
で
オ
エ
ダ
ラ
箕
作
り
が
い
つ
ご
ろ

始
め
ら
れ
た
か
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

江
戸
時
代
に
は
す
で
に
始
め
ら
れ
て
い
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

箕
作
り
が
盛
ん
だ
っ
た
昭
和
二
十
〜
三

十
年
代
は
、
地
区
内
百
二
十
軒
ほ
ど
の
家

の
ほ
と
ん
ど
に
作
り
手
が
い
ま
し
た
が
、

現
在
で
は
、
太
平
箕み

工
藝
組
合(

佐
藤
真
一

組
合
長)

の
会
員
二
十
人
だ
け
と
な
り
、

生
業
と
し
て
い
る
の
は
、
田
口
召
平
さ
ん

(

62
歳)

た
だ
一
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
農
業
の
機
械
化
や
、
ビ
ニ
ー
ル
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
品
の
普
及
で
、
自
然
素
材
で
作

っ
た
オ
エ
ダ
ラ
箕
を
使
う
人
が
ほ
と
ん
ど
い

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
田
口
さ
ん
。

最
盛
期
に
は
、
年
間
五
万
枚
ほ
ど
生
産
さ
れ
、

遠
く
北
海
道
ま
で
行
商
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
で
は
二
百
枚
程
度
と
か
。

地
域
で
は
、
太　

平　

箕　

工
藝
組
合
を
結
成
し
、

伝
承
活
動
や
箕
の
保
存
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
年
々
会
員
の
年
齢
が
あ
が
り
、

製
作
技
術
の
継
承
は
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

箕
の
材
料
と
な
る
の
は
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
、

フ
ジ
、
ネ
マ
ガ
リ
ダ
ケ
。
か
つ
て
は
地
元
太

平
山
の
山
林
で
豊
富
に
採
れ
ま
し
た
が
、
雑

木
林
の
減
少
な
ど
に
よ
り
材
料
確
保
も
難
し

く
な
っ
て
い
ま
す
。

完
成
ま
で
は
、
材
料
の
加
工
か
ら
、
編
み

込
み
、
仕
上
げ
な
ど
三
十
近
く
の
工
程
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
熟
練
し
た
技
術
が
必
要
で
す
。

「
一
人
前
に
な
る
に
は
、
五
年
以
上
は
か

か
る
な
。
若
い
頃
は
夢
中
で
、
一
日
に
十
枚

も
作
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
イ
タ
ヤ
で
作
っ
た

も
の
は
、
使
い
込
む
ほ
ど
米
糠
の
油
で
艶
が

で
て
、
な
ん
と
も
い
え
な
い
い
い
塩
梅
に
な

る
ん
だ
よ
ね
」。

田
口
さ
ん
は
、
製
作
の
傍
ら
自
ら
販
売
も

し
て
歩
き
ま
す
。「
最
近
は
、
道
具
と
い
う

よ
り
お
祝
い
の
品
や
工
芸
品
と
し
て
買
っ
て

く
れ
る
人
が
多
い
で
す
ね
」。

秋
田
の
農
業
、
生
活
を
道
具
の
面
か
ら
支

え
て
き
た
、
オ
エ
ダ
ラ
箕
。
一
本
一
本
心
を

込
め
精
巧
に
編
ま
れ
た
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
。
職

人
の
誇
り
と
こ
だ
わ
り
が
伝
わ
っ
て
き
ま

す
。
生
活
、
文
化
、
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
、

次
代
に
残
し
た
い
逸
品
で
す
。

伝
統
の
技
が
冴
え
る

逸
品
オ
エ
ダ
ラ
箕

● City`s Culture

編みあがった箕の縁にタケをつける。
完成間近だ

太

⑫

時を越えて生き続ける見えない力がある。
ふるさとの文化。
いま、次代へ、確かに伝えるもの…。

使い込まれ、
ほどよく褐色の
色ツヤが出た「オエダラ箕」

太平箕工藝組合のみなさん

一
編
み
一
編
み
に
心
を
込
め
て
…■文化課q(866)2246

太平黒沢地区に古くから
伝わる「オエダラ箕」。そ
の製作技法が、３月２日、
秋田市の無形文化財に指定
されました。

オエダラ箕

歯を使いイタヤを薄く裂く田口さん

み
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選
抜
学
力
検
査
な
し
で
中
学

校
と
高
校
を
結
び
、
六
年
間
の

見
通
し
を
持
っ
た
学
び
の
場
を

提
供
し
よ
う
と
す
る
御
所
野
学

院
。
去
年
の
四
月
に
中
学
校
が
、

こ
の
四
月
に
高
等
学
校
が
開
校

し
、
待
望
の
中
高
一
貫
教
育
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
御
所
野

学
院
の
校
長
に
就
任
し
た
柴
田

義
弘
さ
ん
。
新
し
い
船
出
と
な

る
学
院
の
舵
取
り
役
と
し
て
そ

の
手
腕
に
期
待
が
か
か
り
ま
す
。

「
公
立
の
中
高
一
貫
校
は
い

く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、
全
日
制

普
通
科
の
併
設
型
は
秋
田
市
が

全
国
で
初
め
て
。
秋
田
市
と
し

て
も
勇
気
が
い
っ
た
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
学
力
偏
重
で
な
い

新
し
い
学
校
の
あ
り
方
を
実
現

し
、
教
育
改
革
の
先
鞭べ
ん

を
つ
け

る
よ
う
が
ん
ば
り
た
い
」。

一
貫
校
は
、
六
年
間
を
通
し

た
ゆ
と
り
の
中
で
、
選
択
科
目

の
拡
大
、「
郷
土
総
合
学
習
」「
表
現

科
」の
導
入
、
体
験
活
動
の
充
実
、

六
十
五
分
授
業
の
採
用
な
ど
多

く
の
特
色
が
あ
り
ま
す
。

「
生
徒
に
は
、
自
分
が
何
を
学

び
た
い
か
、
将
来
何
を
し
た
い

か
、
自
分
の
考
え
を
し
っ
か
り

持
っ
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
、
他

人
に
対
し
、
自
分
を
表
現
し
主

張
す
る
と
い
う
、
自
己
表
現
の

能
力
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
」。

「
六
十
五
分
授
業
も
一
方
的
な

講
義
だ
け
の
授
業
で
は
も
ち
ま

せ
ん
。
進
め
方
に
工
夫
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
し
ば
ら
く
は
試

行
錯
誤
が
続
く
と
思
い
ま
す
が
、

生
徒
が
主
体
的
に
勉
強
で
き
る

よ
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
」。

に
こ
や
か
な
笑
顔
を
見
せ
つ

つ
話
す
表
情
に
は
、
こ
れ
か
ら

新
し
い
学
校
を
、
新
し
い
歴
史

を
創
っ
て
い
く
こ
と
へ
の
喜
び

と
自
信
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

「
イ
ス
に
座
っ
て
い
る
の
は
、

性
に
合
い
ま
せ
ん
。
ど
ん
ど
ん
、

生
徒
た
ち
の
中
に
入
っ
て
い
き

ま
す
」と
話
す
校
長
の
目
は
、
新

入
生
の
よ
う
に
輝
い
て
い
ま
し
た
。

中高一貫校・御所野学院の校長

ゆ
と
り
と
個
性

「
自
己
表
現
」の
力
を
養
う柴

し ば

田
た

義
よ し

弘
ひ ろ

さん(52歳)

各町内のみなさん、４月16日
(日)の全市一斉清掃、たいへんお
疲れさまでした。
隣近所の人たちが力を合わせ、

早朝から地域の公園や道路のご
み拾い、側溝のどろあげなどを
する光景が、市内いたるところ

大学時代に始め現在も続けているカメラは玄人はだしの腕前。
「社会人講師として生徒に教えることがあるかもしれませんね」

一生懸命側溝のどろあげをする
仁井田堅町町内会のかたがた

全市一斉清掃
リフレッシュｉｎ秋田

で見られました。
仁井田堅町町内会でも、この

日は町内総出で大掃除。集めた
土砂や汚泥は、土のう袋で300
袋にもなりました。
桜の季節には、やっぱりきれ

いな街が似合いますね。

お疲れさまでした

09 広報あきた　４月28日号



今
年
度
の
軽
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書

は
、
５
月
１
日
(月)
に
発
送
し
ま
す
。

心
身
に
障
害
の
あ
る
か
た
は
、
障
害
の
程

度
に
よ
り
軽
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。
減
免
対
象
と
な
る
の
は
１
人

１
台
で
す
。
申
請
と
ご
相
談
は
、
５
月
24
日

(水)
ま
で
市
民
税
課
へ
ど
う
ぞ
。

自
動
車
税
・
自
動
車
取
得
税
に
つ
い
て
は
、

県
税
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

市
民
税
課
q(

８
６
６)

２

０
５
４
、
県
税
事
務
所
q(

８
６
０)

３
３
３
１

10
月
１
日
、下
北
手
宝
川
に
開
所
予
定
の
、

身
体
障
害
者
の
通
所
授
産
施
設
「
緑
光
苑

(

仮
称)

」
の
通
所
者
を
募
集
し
ま
す
。
身
体

に
障
害
の
あ
る
か
た
が
自
宅
か
ら
通
い
、
収

入
を
得
な
が
ら
働
く
施
設
で
す
。
作
業
内
容

は
印
刷
や
電
子
部
品
の
組
み
立
て
な
ど
で

す
。
通
所
バ
ス
も
利
用
で
き
ま
す
。

■
対
象

18
歳
以
上
65
歳
未
満
で
身
体
障
害
者
手
帳

を
お
持
ち
で
通
所
可
能
な
か
た
。
通
所
に
は

県
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー
で
の
判
定
が
必
要

で
す
。

●
申
し
込
み

社
会
福
祉
課
q(

８
６
６)

２

０
９
３
、
Ｆ
Ａ
Ｘ(

８
６
３)

６
３
６
２

次
の
①
〜
④
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
か

た
に
、
医
療
保
険
の
自
己
負
担
分
を
助
成
し

ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
該
当
に
な
ら
な
か
っ
た

か
た
で
も
、
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
の
内

容
や
所
得
状
況
な
ど
に
よ
り
、
新
た
に
該
当

に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
３
級
、
ま
た
は
療

育
手
帳
Ａ
を
お
持
ち
の
か
た(

社
会
保
険

本
人
の
み
所
得
制
限
あ
り)

②
65
歳
以
上
で
身
体
障
害
者
手
帳
４
〜
６
級

を
お
持
ち
の
か
た(

所
得
制
限
あ
り
。
社

会
保
険
本
人
は
該
当
し
ま
せ
ん)

③
４
歳
未
満
児(
２
・
３
歳
児
の
通
院
は
所

得
制
限
あ
り)
※
８
月
１
日
以
降
、
対

象
が
未
就
学
児
ま
で
拡
大
さ
れ
ま
す(

２

歳
児
以
上
の
通
院
は
所
得
制
限
あ
り)

④
母
子
家
庭
、
父
子
家
庭
、
父
母
と
も
に
い

な
い
児
童
。
父
ま
た
は
母
が
身
体
障
害
者

手
帳
１
〜
２
級
程
度
の
障
害
を
持
っ
て
い

る
児
童
。(

18
歳
を
迎
え
た
最
初
の
３
月

31
日
ま
で
対
象
。
所
得
制
限
あ
り)

●
問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
課
q(

８
６
６)

２
０
９
３

青
少
年
ま
た
は
保
護
者
の
か
た
の
悩
み
や

心
配
事
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
匿
名
で
も
か

ま
い
ま
せ
ん
。
面
接
相
談
も
あ
り
ま
す
。

●
相
談
日

毎
週
月
〜
金
曜
日
・
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

●
相
談
先

市
少
年
指
導
セ
ン
タ
ー(

中
央

公
民
館
２
階)

q(

８
６
２)

３
２
２
５(

わ
か

く
さ
電
話
専
用)

５
月
８
日
(月)
か
ら
７
月
28
日
(金)
ま
で
、
ガ

ス
器
具
の
点
検
と
ガ
ス
漏
れ
調
査
を
次
の
地

区
で
行
い
ま
す
。
調
査
員
が
訪
問
し
た
際
に

は
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
市
ガ
ス
局
q(

８
４
５)

０
１
６
５

飯
島
緑
丘
町
・
文
京
町
・
松
根
西
町
の
全

部
。
飯
島
鼠
田
二
丁
目
・
松
根
東
町
・
美
砂

町
・
字
長
山
下
、
土
崎
港
北
六
丁
目
、
港
北

新
町
の
一
部
。

■
東
部
ガ
ス
q(

８
３
２)

６
５
９
５

２
「
緑
光
苑(

仮
称)

」
の

通
所
者
を
募
集
し
ま
す

人口12.４.１現在

●人口／314,889人(－1,515)
●男／150,194人(－918 )
●女／164,695人(－597 )
３月分・出生 231人

・死亡 198人
・転入 2,646人
・転出 4,194人

（ ）内は前月比

●世帯／121,911世帯(－400)

ガ
ス
漏
れ
調
査
に

ご
協
力
を

５

障
害
の
あ
る
か
た
の

軽
自
動
車
税
を

減
免
し
ま
す

１

MATION
●市　役　所　か　ら　の　お　知　ら　せ

INFOR-

10

「
わ
か
く
さ
電
話
」
に

お
気
軽
に
ご
相
談
を

４

５月３日(水)、４日(木)、
５日(金)は、ごみの収集を
休みます。収集日にあたっ
ている地区のかたは、次回
の収集日にお願いします。
●問い合わせ
環境業務課1(863)6631

ゴールデンウィークは
ごみ収集を休みます

お
子
さ
ん
や

障
害
が
あ
る
か
た
の

医
療
費
を
助
成
し
ま
す

３



仁
井
田
、
御
野
場
、
牛
島
、
大
住
の
全
部
。

南
通
亀
の
町
・
宮
田
、
楢
山
大
元
町
・
登

町
・
川
口
境
・
愛
宕
下
・
城
南
町
・
金
照

町
、
卸
町
、
茨
島
の
一
部
。

「
平
成
11
年
度
版
統
計
か
ら
見
た
伸
び
ゆ

く
秋
田
市
」
を
刊
行
し
ま
し
た
。
秋
田
市
の

産
業
、
経
済
、
福
祉
な
ど
広
範
な
統
計
資
料

を
収
録
し
た
も
の
で
す
。

１
冊
２
千
300
円
で
市
役
所
地
下
の
売
店
で

販
売
し
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

企
画
調
整
課
調
査
統
計
担

当
q(

８
６
６)
１
９
６
４

市
で
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
に
よ
り
、
下

表
の
よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め
の
事
業

を
実
施
す
る
団
体
に
助
成
し
ま
す
。

体
育
課
に
あ
る
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
５
月
29
日
(月)
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
と
は
別
に
、

国
体
や
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
な
ど
各
種
全
国
大
会

へ
出
場
す
る
団
体
、
個
人
に
激
励
金
を
さ
し

あ
げ
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
つ
い

て
は
、
全
国
、
東
北
大
会
の
出
場
経
費
の
一

部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

体
育
課
q(

８
６
６)

２
２

４
７

市役所からのお知らせ

広報あきた　4月28日号11

粗大ごみの申し込み

４、５月は粗大ごみの申し込みがたいへん混雑します。
週の前半は、電話が集中してかかりにくい日もあります
が、週の後半は比較的かかりやすくなっています。
４月から粗大ごみの申し込み専用電話がq(857)5300
に変わりました。お間違えのないようご注意を。

専用電話1(857)5300は
週の後半にどうぞ

秋
田
市
の
統
計
書
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

６

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の

た
め
の
事
業
に

助
成
し
ま
す

７

事 業 内 容

新しいスポーツ
団体等の組織化
に対する助成

市中学校体育
連盟活動助成

ジュニアスポ
ーツ教室の開
催および指導
者養成補助

対 象 団 体

市を代表する連盟や協会
を新たに組織しようとす
るニュースポーツ団体

競技力向上をはかるため、
１・２年生を対象に、強化
のための大会・教室を開催
する市中学校体育連盟

選手の底辺拡大や指導者
の資質向上をはかるため、
スポーツ教室や講習会な
どを開催する競技団体

補 助 金 額
事業費の2分の1以
内で、20万円を限
度とします(3年間
を限度)

事業費の2分の1以
内で、20万円を限
度とします

事業費の2分の1以
内で、50万円を限
度とします

学生の保険料は
社会人になってから
でも納められます

国民年金

学生の国民年金保険料の
取り扱いが変わりました
現在、学生でも20歳になると国民

年金への加入が義務づけられていま

す。これは、学生期間中の障害でも

障害基礎年金を、また、60歳まで40

年間加入することで満額の老齢基礎

年金を受けとることができるように

するためです。

しかし、大多数の学生には所得が

なく、保険料は親が支払っている場

合が多いことから、「学生期間中は保

険料を納める必要のない期間(納付特

例期間)とし、社会人になってから保

険料を納めることができる(追納)」と

いう納付特例制度が、４月１日から

スタートしました。

新しい納付特例制度の内容は
新しい制度の主な内容は次のとお

りです。

①学生自身の所得だけを基準にし、

所得が一定以下だと適用されます。

②毎年申請して承認を受けることが

必要です。

③承認を受けた特例期間の、各月か

ら10年以内は追納できます。

④追納しなければ老齢基礎年金の額

に反映されません(年金を受けるため

に必要な資格期間には含まれます)。
※特例を受けるか受けないかは、学生
本人が保護者のかたと相談するなどし
て決めることになります。

納付特例の申請方法は
この納付特例の申請は、国民年金

課・土崎支所・新屋支所で受け付け

ています。学生証(写しでも可)または

在学証明書をお持ちください。

問い合わせ 国民年金課q(866)2097



昭和36年３月31日以前に生まれたかたを対象

に、脳卒中や心臓病、糖尿病などの生活習慣病

の早期発見と予防のための健康診査を行います。

今回の会場の近くにお住まいのかたは、この機

会に受診してください。

料金は1,600円です。直接会場へどうぞ。

太平山谷小学校
太平地域センター
下浜八田公民館
下浜名ケ沢公民館
豊岩地域センター
下浜地域センター

５月19日(金)
５月19日(金)
５月25日(木)
５月25日(木)
６月 １日(木)
７月19日(水)

13:00～13:30

14:30～15:00

13:00～13:30

14:30～15:00

13:00～14:00

13:00～14:00

健 診 日 受 付 時 間会　　場

６月１日から、結核検診と肺がん検診を一緒に受け

られる「胸部総合検診」が始まります。各地区を検診車

が巡回しますので、この機会に受診してください。

胸部総合検診では、全員に胸部Ｘ線検査を、希望す

るかたには喀痰細胞診検査を行います。喀痰細胞診検

査は、Ｘ線では発見されにくいがん細胞を検査するた

めのものです。申し込みをしたかたには、喀痰を採取

する容器をお送りしますので、３日間分の痰をとって

受診の際にお持ちください。

受診のしかたや詳しい日程などは、５月12日号の広

報あきたでお知らせします。受診料は、胸部Ｘ線検査

は無料ですが、喀痰細胞診検査は500円かかります。

胸部総合検診
喀痰細胞診検査は事前に予約を

太平､下浜､豊岩地区で
基本健康診査を行います

●胸部Ｘ線検査の対象者
来年３月31日までに16歳になるかたと、19歳以上にな
るかた
●喀痰細胞診検査の対象者
次のいずれかに該当するかた。
①50歳以上で、喫煙指数 (１日平均の喫煙本数×喫煙年

数)が600以上のかた

②最近６か月以内に血の混じった痰がでたかた

●次のかたは無料です(証明できるものをお持ちください)
①70歳以上のかた(来年３月31日までに70歳にな
るかたも含む)…「健康手帳」と「老人医療受給
者証」、または年齢を証明できるもの
②生活保護世帯のかた…「医療のしおり」、または
「保護のしおり(別冊)」
③市民税非課税世帯のかた…平成11年度か平成
12年度の「市民税・県民税課税(非課税)証明書」
④秋田市の国民健康保険に加入しているかた…
「国民健康保険証」

5/19～ 7/19

年に一度は健康診査を受けて、自
分の健康をチェックしましょう。
今年の健康診査は、右表のスケジ

ュールで行います。健康診査は、各
地区を巡回する検診車で受ける「集団
方式」と、医療機関で受ける「個別方
式」の２通りの方法があります。
地区ごとの日程や詳しい内容は、

広報あきたで随時お知らせします。

健康診査
スケジュール

平成12年度

基本健康診査
（40歳以上）
血圧、尿、血液等の検査

大腸がん検診
（40歳以上）

胃がん検診
（40歳以上）

胸部総合検診
（16歳と19歳以上）
肺がんと結核の検査

子宮がん検診
（30歳以上の女性）

乳がん検診
（30歳以上の女性）

料金 5月

1,600円

900円

900円

600円

頸がん 1,000円
頸がん・体がん

1,700円

Ｘ線 無料
喀痰 500円

6 月 7 月 8月 9月 10月

9/1～ 10/31

9/1～ 10/31

9/1～ 10/31

9/1～ 10/31

7/3～　　　 10/24

7/7～ 8/25

（一部の地域）

6/1～　　　　　　　　　　　　　 10/27

集団方式(検診車)で実施　　　　受託医療機関で実施

保健予防課q(883)1176問い合わせ

歯周病、むし歯などの相談に、歯科衛
生士が応じます。事前に予約してくださ
い。相談無料です。
とき／５月18日(木)午前９時30分～正午　
ところ／市保健センター
●申し込み 保健予防課q(883)1176

成人歯科相談
寝たきりのお年寄りにとって、食べること、話すことは

生きる喜びです。だからこそ、お口の中の健康管理には、
十分気を配ってあげたいですね。市では、寝たきりで歯医
者さんに通うことのできないかたのために歯科健診を行っ
ています。歯科医師と歯科衛生士が訪問して歯の健康をチ
ェックします。料金は無料ですので、お気軽にどうぞ。

●申し込み 保健予防課q(883)1178

寝たきりのかたの歯科健診

保健予防課q(883)1176問い合わせ

保健予防課q(883)1176申し込み

康
健
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生後６～７か月の赤ちゃんをお
持ちのかたが対象です。月齢にあ
った離乳食の進め方や調理法、試
食など。保健婦や栄養士、歯科衛
生士による個別指導も。受講無料。
お子さんと一緒に直接会場へ。
とき／５月15日(月)午前10時～正
午(受け付けは９時30分～)
ところ／八橋の市保健センター　
用意する物／母子健康手帳、おし
ぼり、筆記用具
●問い合わせ 保健予防課

q(883)1174

２歳前後のお子さんをお持ちの
かたが対象です。幼児食の進め方
や食品の調理法、試食など。お子
さんもご一緒にどうぞ。受講無料。
とき／５月９日(火)午前10時～正
午(受け付けは９時30分～) とこ
ろ／八橋の市保健センター　定
員／35人　用意する物／母子健康
手帳、おしぼり、筆記用具
●申し込み ５月１日(月)から保健
予防課q(883)1174

「お庭で遊ぼう。待ってるよ」。
保育所には子育てのヒントがい

っぱい。心配事相談もどうぞ。申
し込みは、５月２日(火)午前10時
から、各保育所へどうぞ。
◆港北保育所 q(845)7166
５月11日(木)午前９時30分～11時。
◆川口保育所 q(832)4582
５月17日(水)午前９時30分～11時。
◆寺内保育所 q(863)6253
５月17日(水)午前９時45分～11時
15分。

就園前のお子さんを対象に「パ
ンダ広場」を開いています。親子

で楽しく遊びましょう。時間は午
前10時～11時。茨島体育館へ直
接お集まりください。参加無料。
◆キラキラクラス(０～１歳)
５月18日(木)

◆ピカピカクラス(２歳以上)
５月25日(木)
●問い合わせ 子育て総合センタ
ーq(863)9555

保戸野地区にお住まいの、就園
前のお子さんとお母さんが対象で
す。親子のためのお話会です。お
友だちの輪を広げよう。参加無料。
とき／５月17日(水)午前10時～11
時30分　ところ／保戸野児童館　
●申し込み ５月１日(月)から保戸
野地区主任児童委員の渡辺洋子さ
んq(824)2474

下北手地区にお住まいの３歳未
満のお子さんとお母さんが対象で
す。参加無料。直接会場へどうぞ。
とき／５月22日(月)午前10時～11
時30分　ところ／下北手地域セン
ター
●問い合わせ 下北手地区主任児
童委員の玉尾誠子さん

q(838)3657

泉小学区にお住まいで、３歳未
満のお子さんをお持ちのかたが対
象です。町内別交流会や育児相談。
とき／５月23日(火)午前10時～11
時30分(受け付けは９時40分～)
ところ／泉児童センター　会費／
800円(おやつ代、障害保険料)
用意する物／お茶などの飲み物、
コップ、おしぼり
●申し込み ５月１日(月)から12日
(金)まで泉児童センターq(823)6430
(日曜・祝日を除く午後２時～５時)。
申込書はセンターにあります。

児

中期離乳食教室

親子で保育所体験を

ぱくぱく教室

育

問い合わせ 市民課総務担当q(866)2072

３歳未満のお子さんを養育して
いるかたは、児童手当を受けるこ
とができます。支給月額は、第１
子と第２子が各5,000円、第３子以
降が10,000円です。まだ受けてい
ないかたは申請をしてください。
６月分の手当から受けられます。公
務員は勤務先への申請となります。

■受付期間
５月10日(水)から31日(水)まで

■受付場所
市民課５番窓口、土崎・新屋両支所

■手続きに必要なもの
①印鑑　②申請者名義の金融機
関の口座番号(市内の本・支店の
もの、郵便局は除く)

平成11年分源泉徴収票の「給与
所得控除後の金額」が、下の表の金
額を下回っているかた。(確定申告
をしているかたは、平成11年分の
申告書を参考にしてください)

●受給資格

すでに児童手当を受けているか
たからは、６月中に現況届を提出
していただきます。詳しくは、６
月上旬に直接お知らせします。
なお、対象年齢が義務教育就学

前まで延長される予定です。改正
法公布後、申請の手続きについて
広報あきたでお知らせします。

０人 178万円

１人　　　　 216万円　

２人　　　　 254万円

３人　　　　 292万円

４人　　　　 330万円

５人　　　　 368万円

６人　　　　 406万円

●
国
民
年
金
の
加
入
者

●
年
金
に
加
入
し
て
い
な
い
か
た

扶養親族等の数　所得限度額

369万円

407万円　

445万円

483万円

521万円

559万円

597万円

●
厚
生
年
金
・
共
済
組

合
な
ど
の
加
入
者

所得限度額

※限度額には、社会保険料相当額(８万円)
を加算しています。また、申請者に医療
費控除などがあると、限度額が引き上げ
られる場合があります。

保戸野地区出前お話公演

泉のすこやか学級

パンダ広場へどうぞ

とんとんくらぶで遊ぼう
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月　刊

読者のみなさんのページです。
最終面に掲載している広報クイ
ズの答えと一緒に、気ままなひ
とこと、ちょっと言いたいひと
ことを、お待ちしています。

●
下
の
子
が
四
月
か
ら
幼
稚
園
！

や
っ
と
自
分
の
時
間
が
も
て
る
と

思
い
き
や
、
く
じ
引
き
で
町
内
の

婦
人
部
長
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
不
安
も
あ
り
ま
す
が
、
な
ん

と
か
一
年
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
す

(
後
藤
真
美
　
36
歳
・
新
屋)

●
孫
の
入
学
式
に
参
加
し
ま
し

た
。
自
分
の
子
ど
も
の
こ
と
は
記

憶
が
薄
ら
い
で
し
ま
っ
た
け
ど
、

孫
の
入
学
式
は
本
当
に
か
わ
い
い

で
す
ね
。
六
年
間
、
事
故
な
く
通

学
で
き
る
こ
と
を
念
願
し
て
い
ま

す(

松
村
隆
　
68
歳
・
千
秋)

●
介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト
。

何
よ
り
も
自
分
で
は
い
つ
ま
で
も

元
気
で
い
て
、
で
き
る
な
ら
お
世

話
し
て
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
で
あ
り

た
い
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す(

船

越
ト
ミ
　
76
歳
・
保
戸
野)

●
本
日
、「
介
護
保
険
被
保
険
者
証
」

な
る
も
の
が
送
付
さ
れ
て
き
た
。

時
々
は
お
医
者
さ
ん
に
か
か
り
な

が
ら
も
、
年
を
と
っ
た
気
が
し
な

い
。
何
と
も
複
雑
な
心
境
で
す
が
、

な
る
べ
く
お
世
話
を
か
け
な
い
よ

う
暮
ら
し
て
い
き
た
い
も
の
と
、

改
め
て
実
感
し
た
一
日
で
し
た

(

工
藤
洋
子
　
65
歳
・
御
所
野)

●
毎
回
広
報
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。
出
身
が
他
県
で
秋
田
に
つ

い
て
知
ら
な
い
事
が
多
い
の
で
大

変
役
立
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
よ
ろ
し
く

(

嵯
峨
光
子
　
24
歳
・
川
元)

●
現
在
、
生
後
六
か
月
の
娘
が
お

り
、
広
報
が
届
く
と
す
ぐ
に
「
育

児
」
の
ペ
ー
ジ
を
見
ま
す
。
や
っ

ぱ
り
子
ど
も
が
で
き
る
と
変
わ
り

ま
す
ネ
。
予
防
接
種
を
き
ち
ん
と

受
け
て
、
健
康
で
元
気
に
育
っ
て

ほ
し
い
で
す(

青
木
明
美
　
25

歳
・
新
屋)

●
自
転
車
で
通
勤
し
て
い
る
と
、

朝
の
さ
わ
や
か
な
空
気
を
体
中
で

吸
っ
て
気
持
ち
の
良
い
毎
日
で

す
。
ク
ル
マ
よ
り
ず
っ
と
体
に
い

い
で
す
よ
。
た
ま
に
は
自
転
車
に

乗
っ
て
み
た
ら
い
か
が
で
す
か
？

(

佐
々
木
牧
子
　
50
歳
・
新
屋)

●
春
風
が
一
寸
肌
を
打
つ
が
、
桜

咲
く
季
節
。
東
京
に
住
む
弟
が

「
東
京
の
桜
は
白
い
が
、
秋
田
の

桜
は
ピ
ン
ク
色
を
お
び
て
本
当
に

き
れ
い
だ
っ
た
」
と
言
っ
て
い
ま

し
た
。
今
年
は
順
調
に
咲
い
て
く

れ
る
の
か
、
老
い
た
身
に
も
観
桜

が
楽
し
み
で
す(

三
浦
忠
雄
　
71

歳
・
千
秋)

●
雪
も
消
え
、
や
っ
と
散
歩
が
で

読
者
の
伝
言
板

＝
敬
称
略
＝

御所野地区企業連絡会が
わが街きれいにクリーンアップ
春先は市内のいたるところで大

掃除の光景が見られます。御所野
地区の企業42社で構成する御所野
地区企業連絡会でも今月11日(火)、
御所野ニュータウンの産業区周辺
のクリーンアップを行いました。
この日は企業連絡会のうち26社

から647人の社員が参加。たばこ
の吸いがらや空き缶、食べ終わっ
た弁当の紙パックなど、数時間で

たくさんのごみを拾い集めました。
企業連絡会の猿田千代彦会長

（東北フジクラ）は「各企業が一致団
結して、クリーンアップを実施す
るのは今回が初めてです。地域の
みんなが気持ちの良い環境で生活
できるよう、今後もこのような活動
を続けていきたい」と話します。
きれいになった街は気持ちがい

いですね。でも、いつまでもなく
ならないポイ捨て、どうにかなら
ないものでしょうか。

�

このコーナーでは、町内や地域のいろいろな話題
を紹介していきます。耳よりなニュースがありま
したら、広報課までお知らせください。

q(866)2034 ＦＡＸ(866)2287

道路沿いのごみで、ごみ袋はすぐに
いっぱいになってしまいました
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き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
も
う

少
し
で
桜
も
見
ご
ろ
か
と
…
。
ど

こ
か
お
花
見
ポ
イ
ン
ト
を
探
そ
う

と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す(

高
橋

香
苗
　
32
歳
・
手
形)

●
大
森
山
動
物
園
が
オ
ー
プ
ン
。

今
年
は
一
歳
七
か
月
に
な
る
娘
を

連
れ
て
行
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
本
物
の
動
物
た
ち
に

ど
ん
な
反
応
を
示
す
の
か
、
今
か

ら
楽
し
み
で
す
。
早
く
暖
か
く
な

る
と
い
い
な
ー(

大
島
砂
知
子
　
29

歳
・
濁
川)

●
三
月
十
九
日
に
大
森
山
動
物
園

に
行
っ
て
来
ま
し
た
。
と
て
も
お

も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。
ち
ょ
っ
と

寒
か
っ
た
け
ど
ま
た
行
き
た
い
で

す(

さ
さ
き
あ
き
ら
　
７
歳
・
大
町)

係から
ひとこと新

年
度
が
ス
タ
ー
ト
。
入
学
、
就
職
、

転
勤
な
ど
、
新
し
い
生
活
に
心
を
新
た

に
し
た
人
が
多
く
い
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。
二
十
世
紀
と
二
十
一
世
紀
の
架
け

橋
と
な
る
年
度
の
始
ま
り
で
す
。

激
動
の
二
十
世
紀
。
こ
こ
三
十
年
程

で
科
学
は
飛
躍
的
に
進
歩
し
、
そ
の
利

便
を
享
受
で
き
る
社
会
に
な
り
ま
し
た
。

一
方
で
、
失
っ
た
も
の
、
失
い
つ
つ
あ

る
も
の
も
多
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

今
号
で
も
取
り
あ
げ
た
「
21
世
紀
へ
の

遺
産
シ
リ
ー
ズ
」。
取
材
に
も
知
ら
ず
知

ら
ず
に
力
が
入
り
ま
す
。

と
も
あ
れ
春
爛
漫
。
光
輝
き
、
桜
の

花
も
満
開
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。「
楽

し
く
読
ん
で
た
め
に
な
る
」
そ
ん
な
広

報
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

(

石
井)

広報
クイズ

前回のクイズの答えは、問１が「シフゾウ」、問２

が「固定資産(税)」でした。

全問正解191通(応募総数212通)の中から、相川

修平さん(土崎港東一丁目)、大山葉子さん(手形新栄

町)、児玉利男さん(牛島東三丁目)、小林泰子さん

(大町四丁目)、佐々木トミさん(楢山大元町)、佐藤

信晴さん(寺内字三千刈)、土谷穫子さん(飯島字田尻

堰越)、成田里子さん(新屋寿町)、保坂昭雄さん(将

軍野東四丁目)、松本まゆみさん(山王五丁目)の10

人のかたに図書券をお送りします。

３月24日号の当選者

◆４月の広報クイズは最終面です。よろしく！！◆

おしゃべりかわらばん

学力偏重でなく個性を尊重
するということで、御所野学
院を選びました。みんな仲良
く楽しい学校生活が送れる、
そんな伝統を創っていけたら
すばらしいですね。中国語や
郷土学など特色ある授業が楽
しみです。

新しい伝統を創りたい

お魚さん帰ってきてね

開校式で誓いのこ
とばを述べた、御
所野学院高等学校
１年の奥山倫くん

秋田を世界にＰＲ

国連アジア太平洋
平和軍縮センター
所長の石栗勉さん

さけ稚魚の放流に
来ていた、荻原素
子さんと結子ちゃ
ん(添川字添川)

さけ稚魚の放流に来るのは
今年で２回目です。家が近く
なのでお散歩がてらに来まし
た。今日は頑張りすぎてお洋
服がこんなにびしょびしょに
なっちゃった。川に放した小
さいお魚、大きくなって帰っ
てくるといいね。うん！

８月に開く国連軍縮秋田会
議は、アジア太平洋地域の軍
縮に関する対話の促進や信頼
の醸成が目的です。今年のテ
ーマは、核拡散防止条約の再
検討会議後の核軍縮問題など。
秋田発の情報を世界に向けて
発信する絶好の機会です。

新入学児童への黄
色い帽子贈呈式で

町内の仲間と大掃除

町内一斉の大掃除
でみんなをまとめ
る仁井田堅町町内
会の佐藤金雄会長

今日は午前５時30分から掃
除をしています。さすがにご
みの量もにおいもすごいね。
町内の環境美化のためにもみ
んなで力を合わせて掃除をす
るのは非常に気持ちがいいで
す。自分たちのまち、いつま
でもきれいに保ちたいですね。

宮崎県延岡市との
職員交流研修で市
農政課に来た小川
正則さん

延岡市から来ました
はじめまして。市役所農政

課で１年間、野菜・花きの生
産、出荷奨励に関する仕事を
します。農家のみなさん遠慮
なく声をかけてくださいね。
でも秋田弁は早口だとちょっ
と…。秋田のいろんなことを
どんどん吸収したいですね。

４月８日(土)下北手児童センターの開館式で

15 広報あきた　４月28日号



４/ 28 (金) ５/２(火)

●山を愛する写真家たち
～千秋美術館～

●花時計と花き農家

●秋田の文人書画展
～赤れんが郷土館～

ABS 秋田市だより
月～金
土
午前10時25分～
午後 ３時55分～　

AKT 花時計からのたより
月～金
日
午前11時25分～
午前 ８時55分～　

AAB ハローナウあきた
月～金　午前10時55分～　

５
分
間
番
組

●４/30(日) 7：30～ ＡＢＳ けやきの街から　　「新年度事業から」
●５/ ７ (日) 7：15～ ＡＫＴ きらめく北の街から「中高一貫校スタート」

５/３(水) ５/９(火)

●文化財登録制度
古き良き建造物の保存を

●秋田市の公園施設
●俳人吉川五明資料展

～佐竹史料館～

15
分
間

放送番組の詳しい日程は
広報課へどうぞq(866) 2034

問い合わせ 生涯学習室q(866)2245

秋田市文化章制定50年記念

秋田俳句大会秋田短歌大会

問い合わせ ザ・ブーンq(827)2301

５月５日(金)「子どもの日」は、ザ・ブーン入館
料が中学生以下無料、お子さまランチなど半額。
５月３日(水)、４日(木)、７日(日)に来館された
かた先着100人に、ランチのプレゼント。

●大会プログラム
・講演　「歳時記意識の展開」

暉峻 康隆氏

・披講、表彰、選評　

●大会プログラム
・講演　「木の名前・鳥の名前」

佐佐木 幸綱氏

・表彰、選評　

●ザ・ブーンの健康講座
温水プールで楽しくレッスン！第１期(５月まで)受講生募集中。受講料
(入館料別)は１回1,000円、フリーコース7,000円

▲▲

と　き／５月７日(日)午後１時～４時
ところ／文化会館

と　き／５月６日(土)午後１時～４時
ところ／文化会館

〈選　者〉
小原　啄葉
黒田　杏子
小林　呼溪
佐藤　鬼房
高瀬武治郎
舘岡　誠二
成田　千空

〈選　者〉
菊澤　研一
斎藤　 博
佐佐木幸綱
菅原　恵子
高橋　宗伸
花山多佳子

秋田市の文化章制定50年を記念して佐佐木幸綱氏や暉峻康隆氏が講演し
ます。また、全国から寄せられた短歌3,176首、俳句8,850句のなかから入
選、入賞した作品の披露と表彰を行います。一般のかたもお気軽においでく
ださい。入場無料。

消防と子どもの集い
と　き／５月５日(金)

午前９時30分～正午
ところ／八橋運動公園

問い合わせ

はしご車、救助
工作車、照明電源
車、大型化学車が
やってくるぞ！チ
ビッコ消防服で記
念撮影もできます。
当日は混雑が予

想されますので車
でのご来場はご遠
慮ください。

消防本部予防課q(823)4000

※雨天の場合は中止

●お得な１年間使用券
クルルくらぶ(個人)＆ピルルくらぶ(家族)
１年間使用券を購入するとクアドームのレストラン・カフェテリアで
のお食事や売店での水着・プール用品が１割引となります。
お買い求めの際は…個人および家族の代表のかたは、免許証や健康保
険証をお持ちください。家族で購入されるかたで家族全員で来館でき
ない場合は、家族全員が写った写真を持ってきてください。

テレビ
ガイド
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BBookook
図書館の新刊案内

2222000000000000年年年年はははは子子子子どどどどもももも読読読読書書書書年年年年

どの本よもうかな？1・2年生
日本子どもの本研究会/編　

何を読んだらいいか迷っちゃう…。
そんなあなたにおすすめしたいガイド
ブック。書名・作者名・事項別の索引が
ついています。

ほんとうはこんな本が読みたかった！
～児童文学の【現在】セレクト57～

神宮輝夫/監修
子どもの文学だけでなく、読書

が好きな人すべてに楽しんでもら
える本を紹介します。

エンデの贈り物
子安美知子/監修　堀内美江/編著
未発表の自筆さし絵、子どもの
頃の絵・ノート、年譜アルバムな
ど、コレクションの数々を紹介し
ます。

(

小
学
生
向
け)

問い合わせ 市史編さん室q(866)2249

建造物／お城から寺社、武家住宅、町家、農家、近代ビル建築の変遷、構
造を解説しています。

絵　画／藩御用絵師たちによる狩野派、秋田に花咲いた特異な秋田蘭画、
諸派の関連資料をあげ、さらに近代以後も詳しく解説しています。

彫　刻／目に触れる機会の少ない市内寺社の指定文化財に焦点をあて、作
品の成り立ち、特色などを明示しています。

工　芸／刀剣・具足類、生活用具、陶磁、漆工・木竹工、染色の５つの分
野別に近世以後を重点的に解説しています。

書　／中世安藤氏に始まり、近世以後の唐様、和様の書流の継承と作者
群、さらに近・現代の流派、グループ展に至るまでを徹底解明。

中央図書館明徳館q(832)9220
土 崎 図 書 館q(845)0572
新 屋 図 書 館q(828)4215
※市立図書館の蔵書がインターネ
ットでご覧になれます。利用可能
時間は午前９時～午後11時です。
図書検索予約システムのアドレス

http://www.city.akita.akita.jp/

この中から３か所選んで申し込みを
●秋田テルサ●ザ・ブーン●セリオン●中央卸売市場●消防本部●仁井田
浄水場●豊岩浄水場●下水道終末処理場●下水道コンポストセンター●向
浜し尿処理場●御所野事業所●リサイクルプラザ●美術工芸短大●史跡秋
田城跡●市立体育館●八橋陸上競技場●御所野総合公園●一つ森公園●太
平山リゾート公園●浜田森林総合公園(梅林園)●市保健所(市保健センタ
ー・サンライフ秋田)●中央地区老人福祉総合エリア
※このほか見学したい市の施設があればご相談ください。

電話での申し込みは受け付けていません。
申し込み多数の場合は抽選です。

その他

はがきに、①団体名　②希望見学日(第２希望まで) ③人数
(15人～22人) ④代表者名　⑤連絡先の電話番号　⑥見学
先を３か所　⑦集合場所を書いて、５月19日(金)まで、
〒010-8560  秋田市役所市民相談室q(866)2039

申し込み

日　程 ５月30日(火) から７月28日(金)まで毎週火・水・金曜日

町内会や婦人会など各種団体を対象に、
市の施設をご案内します。前期(５・６・７
月)と後期(９・10月)の年２回行います。
今回は前期分の募集です。

各種団体で

施設見学会へ

昨年の12月、八橋に移転した市保健所

記念講演会 車椅子のオフロードレーサー
絶望を乗り越えて。～家族と歩む第２の人生～
と　き／５月17日(水)午後２時～
ところ／秋田県民会館
車椅子のオフロードレーサーとして奇

跡の復活を果たした渡辺幸哉氏が講演し
ます。入場無料。直接会場へどうぞ。

●問い合わせ ライオンズクラブ国際協会
q(884)7670

秋田市史「美術・工芸編」を刊行
平成７年度から刊行中の秋田市史は、
既刊５刊に加え、新たに「美術・工芸編」を
刊行しました。
下記の５つの部門構成で広範な美術分

野を網羅しています。カラーページをふ
んだんに盛り込んだ美術・工芸史の集大
成です。価格は6,000円。市内各書店、
市役所地下の売店、市史編さん室でどうぞ。
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(火)までの火曜日に15回、午後６時
～８時　ところ／秋田大学、ジョイナ
ス　定員／60人　受講料／9,500円
●申し込み ５月24日(水)まで受講
料を添えて秋田大学庶務課

1(889)3011

日商簿記受験対策講習
日商簿記の検定試験３級受験にむ

けて学びます。定員10人。
とき／５月22日(月)と23日(火)の２
日間、午前９時～午後４時　
ところ／飯島の秋田技術専門校　
テキスト代／2,500円程度
●申し込み ５月12日(金)まで秋田
技術専門校1(845)1828

アトリオンちびっこ広場
親子で直接会場へどうぞ。ジャイ

アントスライドや縁日コーナーなど。
とき／５月３日(水)から５日(金)まで
の３日間、午前10時～午後５時
ところ／アトリオン地下１階
●問い合わせ アトリオン

1(836)7865

男鹿三山の森林浴ツアー
男鹿三山で森林浴を楽しみます。
とき／５月26日(金)午前９時～午後
４時　定員／抽選で25人　参加
料／3,000円(保険料を含む)
●申し込み 往復はがきに住所、氏
名(２人まで)、年齢、電話番号を書
いて、５月15日(月)まで、〒010-
8550秋田市中通五丁目９-16
秋田営林事務所1(836)2084

太平山清掃登山
とき／５月28日(日)、午前７時30
分まで仁別国民の森奥の旭又駐車場
に集合　会費／500円
●申し込み 秋田清掃登山連絡協議

会の水野鉄也さん1(824)3744

案　内

赤れんがボランティアを募集
赤れんが郷土館友の会では、館内

の説明や案内、売店当番などをして
くれる女性ボランティアを募集して
います。申し込みは越前屋優子さん
1 ( 862 )8555、茄川澄子さん
1(834)6687へどうぞ。

病院ボランティアを募集
秋田大学医学部付属病院では、

16歳以上のかたを対象に、病院の
案内や患者さんの手助けをするボラ
ンティアを募集します。平日で活動
できる日を選び、午前８時30分～
午後１時の間で２、３時間程度お手
伝いしてください。定員30人。
●申し込み 秋田大学医学部総務課
1(884)6009。申込書は当院でさ
しあげています。

土崎図書館ボランティアの活動変更
土崎図書館のボランティア「おは

なしの会」の活動日が、５月から変
わります。絵本の読みきかせなどは、
第１・第３・第４土曜日、午後２時
30分～３時10分に行います。
●問い合わせ 土崎図書館

1(845)0572

中小企業出張講座
女性学習センターが企業などに講

師を派遣して開催する講座です。内
容や実施場所・時間、講師謝礼など
は、事業所と話し合って決めます。
詳しくはお問い合わせください。
●問い合わせ 女性学習センター

1(832)2191

「看護の日」記念事業
新道幸恵・青森保健大学学長の講

演や健康相談、看護をめざすかたの
ための相談など。直接会場へどうぞ。
とき／５月27日(土)午前10時～午
後３時30分　ところ／県総合保健
センター
●問い合わせ 秋田県看護協会

1(834)0172

相　談

就職相談
新しい仕事を探しているかたの相

談に応じます。時間は午前10時～
午後３時。直接会場へどうぞ。
s土崎支所＝５月２日(火)、17日(水)、
26日(金) s中央公民館＝９日(火)、
19日(金) s新屋支所＝10日(水)、
18日(木)、30日(火) s東部公民館＝
11日(木)、23日(火) s南部公民
館＝12日(金)、24日(水) s女性学
習センター＝16日(火)、25日(木)
●問い合わせ 工業労政課

1(866)2114

栄養・食事無料相談
糖尿病、高血圧、高脂血症などの

病気のかたの食事について栄養士が
相談に応じます。直接会場へ。
とき／毎月第１・第３土曜日、午前
10時～午後３時　ところ／アトリ
オン６階の県婦人会館
●問い合わせ 秋田県栄養士会

1(831)0158

老人ホームに働く人の仕事相談
老人ホームで働いているかたを対

象に、労働条件などの悩みに無料で
応じます。福祉保育労働組合の主催。
直接会場へどうぞ。
とき／５月13日(土)と14日(日)の２
日間、午後１時30分～４時　とこ
ろ／アトリオン６階の県婦人会館
●問い合わせ 特別養護老人ホーム
大平荘の山上さん1(838)2338

案内

は
な
金
情
報

アトリオンちびっこ広場
ば

「看護
ご

の日
ひ

」特別講演

日商簿記受験対策講習

●交通事故　　　　

●法　　律　　　　

●年金・社会保険等

●人権・困りごと

●公証人・遺言　　

●税　　務　　　　

５月17日

５月11日

５月18日

５月12日

５月11日

５月16日

５月16日

(水)

(木)

(木)

(金)

(木)

(火)

(火)

午前９時～午後３時

午前９時～正午(会場は新屋支所)

午前９時～正午

午後１時～４時

午後１時～４時

午前９時～正午

午後１時～４時

市民相談室の無料相談
会場は市役所１階の市民相談室。法

律相談は先着８名で事前に電話予約が

必要です。その他は、当日受け付けし、

相談の順番は抽選で決めます。

●問い合わせ
市民相談室1(866)2039
新 屋 支 所1(888)8080

催し物

男鹿三山の森林浴ツアー

太平山清掃登
と

山

赤れんがボランティア募集

中小企業に講師
し

を派
は

遣

病院ボランティア募集

「おはなしの会」の日程変更

５月の就職相談

相談

栄養・食事の無料相談

老人ホームで働く人の悩み相談
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初心者陶芸教室
陶芸の基礎を学びます。オリジナ

ルの陶器を作りませんか。先着15人。
とき／５月17日(水)、31日(水)、６
月７日(水)の３回、午前10時～正午
ところ／東部公民館　材料費／1,000円
●申し込み ５月８日(月)から東部
公民館1(834)2206

土崎公民館「しおかぜ大学」
土崎公民館管内の60歳以上のか

たが対象。健康で充実した生きがい
づくりを学ぶ高齢者の大学です。
とき／５月30日(火)から来年３月ま
でに11回、午後１時30分～３時
30分　ところ／土崎公民館など
年会費／1,000円
●申し込み ５月22日(月)まで土崎
公民館1(846)1133

フォークダンス初心者講習会
お気軽にどうぞ。受講無料。
とき／５月10日(水)から６月７日(水)
までの毎週水曜日に５回、午後７時
～８時30分　ところ／土崎公民館
●申し込み ５月９日(火)まで土崎
公民館1(846)1133

佐竹史料館の学習講座
「久保田城跡探訪」がテーマ。
とき／５月11日(木)と12日(金)の２
日間、午後１時30分～ ところ／千
秋公園、ジョイナス　定員／30人
●申し込み ５月２日(火)午前８時
30分から佐竹史料館1(832)7892

赤れんが郷土館の学習講座
秋田の歴史や風土性を探ります。
とき／５月27日(土)から６月17日
(土)までの毎週土曜日に４回、午後
１時30分～３時30分　ところ／赤

れんが郷土館　定員／先着35人
●申し込み ５月８日(月)から赤れ
んが郷土館1(864)6851

ペン習字講座
先着20人。受講無料。

とき／５月23日(火)から６月20日
(火)までの毎週火曜日に５回、午後
６時30分～８時30分　ところ／八
橋地区コミュニティセンター
●申し込み ５月２日(火)から中央
公民館1(824)5377

男性のためのピアノ教室
40歳以上の男性で、初心者が対

象です。先着20人。
とき／５月17日(水)から７月19日
(水)までの毎週水曜日に10回、午後
６時30分～８時　ところ／南部公
民館　受講料／2,000円　
●申し込み ５月９日(火)から南部
公民館1(832)2457

ミセスセミナー大住
市内にお住まいの婦人が対象で

す。「心豊かな人生を」がテーマ。
とき／５月22日(月)から12月18日
(月)までの毎月第３月曜日に８回、
午前10時～正午　ところ／大住地
区コミュニティセンター
●申し込み 南部公民館

1(832)2457

点字図書館のボランティアとし
て、講座終了後も継続して奉仕活動
ができるかたが対象です。６月から
来年３月まで、県点字図書館で開き
ます。定員は選考で各15人。
■点訳講座＝点字図書製作の基礎。
毎週木曜日午前10時～正午
■音訳講座＝録音図書製作の基礎。
毎週水曜日午前10時～正午
●申し込み 往復はがきに受講した
い講座・郵便番号・住所・氏名・電
話番号を書き、５月14日(日)(必着)

まで、〒011-0943 秋田市土崎港
南三丁目2-58 県点字図書館ボラ
ンティア養成講座係1(845)0031

手話奉仕員養成講座
高校生以上で初めて手話を学ぶか

たが対象です。
とき／５月17日(水)から８月９日
(水)までの水・金曜日に20回、午後
６時30分～８時30分　ところ／県
社会福祉会館となりの県心身障害者
総合福祉センター　定員／抽選で
45人　テキスト代／1,000円
●申し込み 往復はがきに住所、氏
名、電話番号、生年月日、受講希望
の理由を書いて、５月５日(金)まで、
〒010-8560 秋田市役所社会福
祉課　手話講習会受講申込係

1(866)2093

テルサのＥｎｊｏｙスポーツ教室
受講料は１回630円。申し込みは

秋田テルサ1(826)1800
◆エアロビクス＝５月２日(火)と９
日(火)は午後６時15分～、13日(土)
は午前10時30分～　◆ビニールボ
ールバレー＝５月11日(木)午後１時
30分～　◆バドミントン＝５月11
日(木)は午後６時30分～、12日(金)
は午前10時～　◆ダンベル＝５月
12日(金)午前10時15分～　◆親子
ビクス＝５月13日(土)午後２時～

一般男女が対象です。
とき／５月18日(木)から６月５日
(月)までに６回、午後６時30分～８
時30分　ところ／県立向浜運動公
園　定員／30人　受講料／5,500円
●申し込み ５月11日(木)まで県立
体育館管理事務所1(862)3782

秋田大学の公開講座
「地球環境から見た資源リサイク
ルとハイテク技術」がテーマ。
とき／５月30日(火)から10月３日
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ろ

講座
初心者陶芸教室
しょしんしゃとうげいきょうしつ

土崎
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公民館
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「しおかぜ大学
だいがく
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ミセスセミナー大住
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字
じ

図書館
としょかん
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ようせいこう

座
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手
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わ
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員養成講
いんようせいこう
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のためのピアノ教室
きょうしつ

フォークダンス初心者講習会
しょしんしゃこうしゅうかい

赤
あか

れんが郷土館学習講座
きょうどかんがくしゅうこうざ

ペン習字
しゅうじ

講
こう

座
ざ

秋
あき

田
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大学
だいがく

の公開講
こうかいこう

座
ざ

佐
さ

竹
たけ

史料館
しりょうかん

学習講座
がくしゅうこうざ

ジョイフルテニス教室
きょうしつ
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季節だより

４月12日、13日に開かれた大町一丁目・星辻神社の「星辻だるま祭り」。
頭の上に「星」、お腹に「福一満」の文字が書かれただるまが、神社の境内に所狭しと並べられています。
古いだるまを神社に納め、真新しいだるまを買い求めようと、毎年6,000人もの人々が訪れるといいます。

「星辻だるま」は、別名「火伏せだるま」ともいわれ、
まつりの両日いずれかに必ず雨が降り、その年の火難を除くと伝えられています。

明治23年頃からその歴史を刻んでいますが、最近では、厄よけ、商売繁盛、学業成就を願う人も…。
秋田の春を告げるお祭りとして、にぎわうだるま祭り。

黒いまんまるの瞳は、今日も人々の穏やかな暮らしを見つめています。

●｢広報あきた｣は再生紙を使用しています。

広報あきた 編集発行■秋田市役所広報課 〒010-8560 秋田市山王一丁目１ー１ q018(863)2222 秋田市ホームページ ■ http://www.city.akita.akita.jp/

●季節の話題を写真でつづります

祭り期間中、境内には100円から５万円までの大小さまざまなだるまが並ぶ

広報クイズ●広報クイズは、毎月第
４金曜日号に掲載してい
ます。よかったら気まま
なひとことをそえて、ど
しどしご応募ください。

●３月のクイズの当選者は
15面に掲載しています。

ザ・ブーンのマスコット・イルカちゃんの名前が決
まったよ。ブルーが○○○、ピンクが○○○。
子どもを預けたい人と預かってくれる人を結びつ
ける新しくできたセンターの名前は？

はがきに答えと住所、氏名
(ふりがな）、年齢、電話番
号を書いて、５月12日
(金)(必着)まで、〒010－
8560秋田市役所広報課へ。

q(866)2034

１

２
応募方法

※答えは４月14日、28日号の｢広報あきた｣の記事中に
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